
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

「成長の自覚」と「新たな挑戦」へ！ 
いよいよ「一年間の総まとめの時期」になりました。始業式（４月８日）・

入学式（４月１１日）からスタートした今の学年のゴールが迫ってきました。この一年で、高屋小

学校の児童全員が成長しています。「本学年の振り返り」を通して「自分の成長」を自覚し、次の

学年や中学校での「新たな目標（挑戦）」を見つけてください。保護者の皆様、地域の皆様、一年

間、本校に対する、ご支援・ご協力をありがとうございました。 

 

【高屋の町を盛り上げるぞ！「雛まつりウォーク」】 

２月２３日（日）に「ひなまつりウォーク」が

行われました。高屋小学校では児童全員が協力し

て「デニム雛
びな

」を作り、展示しました。また当日

は、６年生有志がボランティアスタッフとして参

加しました。みんな、笑顔いっぱいの１日でした。 
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【第 3回 学校運営協議会・ひとづくりネットワーク運営協議会】 

 ２月１２日（水）に「第３回 高屋小学校運営協議会・高屋小学校区ひとづくりネットワーク運 

営協議会」を開催しました。本年度の振り返りを行い「あいさつ運動の取組により、あいさつが 

できる子が増えている。」「熟議では６年生と『あいさつ』について話すことができ、子どもたちの 

意見が刺激になった。」「あいさつができる子とできない子の二極化傾向がある。」等の反省が出て、 

「あいさつで 子どもとつながる 高屋町」の実現に向けて今後も取組を継続していくこと 

になりました。また、「あいさつ評価」「CS運営のチェック」「令和７年度学校運営」等について協 

議されました。「コミュニティスクール高屋小学校」として学校・家庭・地域の協働による「地域 

を愛する高屋っ子の育成」を確認しました。 
 

【地域でのあいさつ評価（令和６年度トータル）】 総合（７７．７点） 

 １ 西備工業東信号（８０点） ２ 笠岡町交差点（７５点） ３ 石崎自転車前（８０点） 

 ４ 幼稚園前（６３点）    ５ 橋本橋（８０点）    ６ 正門前（８０点）  

＜よかったところ＞ 

「私（地域の人）も最初は恥ずかしいが、子どもとあいさつをすると心が温かくなる。」 

「私（地域の方）が畑で作業をしている時、元気なあいさつをしてもらってうれしかった。」 

「寒い時期でも今までより元気な声であいさつができる子が増えてきている。」 

「止まってくださった運転手さんに、子どもがきちんとお礼が言えている」 

「６年生は熟議で話し合い、あいさつの大切さを自覚して取り組んでいる」 

＜もっとよくなるところ＞ 

「あいさつが『できる子･できない子』『できる班･できない班』の差ができている。（二極化
にきょくか

）」 

「休み明け（月曜日など）は元気がない。」 

「地域の方があいさつ運動の旗をもっていない時に、子どもがあいさつをできないことがある。」 


